
―これからのキャンプの可能性について―

シン・組織キャンプを
考える

関西野外活動ミーティング2024
令和５年度 ドーン事業共同体自主事業 ／日本キャンプ協会ビジョン2025推進事業

22第 回

3月10日（日）

3月4日までに

１0：3０～１６：4０　（受付１０：００～）
2024年 

一般 ： 2,000円　学生 ： 無料 定員参加費

会場 ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター）

【主　　催】　関西野外活動ミーティング2024実行委員会・ドーン事業共同体
【協　　賛】　一般財団法人大阪府青少年活動財団／大阪体育大学／株式会社モンベル／近畿ブロック各府県キャンプ協会（京都・兵庫・滋賀・奈良・和歌山・大阪）
【後　　援】　日本キャンプ協会／日本野外教育学会／関西野外教育研究会
【協　　力】　大阪府キャンプ協会／近畿ブロック各府県キャンプ協会／社会体育・スポーツ系大学・専門学校／各種野外活動機関・団体

参加お申込み
QRコード先着100名

大阪市中央区大手前1-3-49

「シン」は、「新」「真」「心」「親」「信」「深」・・・？？
「組織キャンプ」とは、簡単に言えば、青少年健全育成等の明確な目的を持って、組織的に実施する
キャンプのことですが、コロナで人と人とのつながりが希薄になり、リアルな体験の機会が少なく
なっている現代、組織キャンプの重要性が再認識されています。持続可能な「シン・組織キャンプ」と
はどのようなキャンプで、現代の社会課題に対してどうアプローチすることができるのでしょうか？
これまで関西で様々な組織キャンプを実践されてきた登壇者の方々と考えてみませんか？

登壇者 高見 彰 関西国際大学 教授
  日本キャンプ協会 副会長・兵庫県キャンプ協会 会長

 今井 正裕 （一財）大阪府青少年活動財団 事業企画室長
  日本キャンプ協会 専務理事・大阪府キャンプ協会 副会長

 中野 友博 びわこ成蹊スポーツ大学 副学長・滋賀県キャンプ協会 理事長

コーディネータ 甲斐 知彦 関西学院大学 教授　

 伊原 久美子 大阪体育大学 教授・大阪府キャンプ協会 理事 10：30 開会・シンポジウム～昼食（各自）
13：15 分科会（３名の方を囲んで）
14：15 研究・実践発表（ポスター形式）
15：40～交流会 (16:40終了)

プログラム（予定）

シンポジウム

大阪府キャンプ協会　大野　
〒556－0021 大阪市浪速区幸町2丁目７－３　りそな・アルテ桜川ビル４Ｆ　一般財団法人大阪府青少年活動財団内
TEL 06-6561-7800　FAX　06-6561-7801　E-mail　osaka@camping.or.jp

実践事例・研究発表の
お申込みはこちら

Fax・メールでのお申込は、氏名・年齢・所属・住所・電話・メールアドレス・日本キャンプ協会の会員種別を書いて下記にお申込みください。

詳細は、「大阪府キャンプ」HP　http://osaka.camping.or.jp

　「組織キャンプ温故知新」
　　　　　　永𠮷 宏英 関西野外活動ミーティング実行委員長
  大阪府キャンプ協会　会長　

開会スピーチ

※研究発表・実践発表も受付ています！


